
追加情報の収集
試験の実施

（参考）リスク評価のフロー図

［ばく露評価］

対象化学物質の使用動向の報告［Ⅰ2(1)2)①］

ばく露評価結果のとりまとめ
・濃度値の算出（ＴＷＡ等）
・モデルによる評価の結果
・経皮ばく露の評価
［Ⅰ2(3)］ ［Ⅱ2(2)③］

作業内容の分析
・ モデルの活用等に
よるばく露レベル
の推定
［Ⅰ2(2)2)③］/
［Ⅱ2(2)①］

ＴＷＡ：8時間加重平均濃度

［有害性評価］

情報の収集

有

不明 がん原性試験による
無毒性量（NOAEL）の

有無を確認

1次評価
［Ⅰ2(4)1)］

（初期）
ＴＷＡの最大値
＞１次評価値

（初期）
TWA の最大値≦1次評価値

否

可

ユニットリスクから
がんの過剰発生率の算定の
可否の確認ＲＬ(10－４)

有収集情報から
発がん性の閾値の
有無を確認

無

リスク低減措置の
導入を検討

（詳細）
ＴWAの最大値
＞２次評価値

（初期・詳細）
ＴWAの最大値≦２次評価値

リスク低減措置の
要否を検討

作業実態の報告［Ⅰ2(1)2)②］

濃度の実測
・個人ばく露測定、
Ａ測定、スポット

測定等の実施
［Ⅰ2(2)2)②］/
［Ⅱ2(2)①］

無

現時点でリスクは
低い

２次評価
［Ⅰ2(4)2)］ /［Ⅱ2(4)1)］

ばく露が高いと推定さ
れる事業場選定（モデ
ルの活用）［Ⅰ2(1)１)］

作業実態の調査（事前調査）［Ⅰ2(2)2)①］

有害物ばく露作業報告

ばく露実態調査

（初期）
ＴWAの最悪値
＞２次評価値

追加調査事業場の
選定（関係業界の協
力を要請）［Ⅱ2(1)］

閾値のない
発がんの有無
［Ⅰ2(3)4)］

有

無

要因解析
［Ⅱ2(4)1)］

要因解析
［Ⅰ2(4)3)］/
［Ⅱ2(4)2)］

当該事業場の問題
の明確化
（指導・監督）

特定事業
場の問題

特定事業
場の問題

工程に共
通の問題 工程に共

通の問題

・ＧＨＳ等
・量－反応関係
・国内外のばく露限界値

［２次評価方法］
・国内外の濃度
基準、参考値
をもとに算定し
た２次評価値
とＴＷＡとの比
較

［１次評価方法］
・ＴＷＡとRL(10

-４
)

ＴＬＶとの比較

初期リスク評価のフロー

詳細リスク評価のフロー


